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副
業

・
リ
カ
レ
ン
ト
推
進

の

一
助

と
な
る
か

話
題

の
「選
択
的
！週
休

３
日
制
」

政
府
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
で

「
選
択

的
週
休
３
日
制
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
話

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
年
次
有
給
休
暇
す

ら
満
足
に
消
化
で
き
な
い
中
で
、
こ
れ
以

上
の
休
日
増
な
ど
必
要
が
あ
る
の
か
と
い

う
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。
し
か
し
、

か
つ
て
海
外
か
ら
日
本
人
の

「働
き
過
ぎ
」

批
判
が

「
時
短
」
の
契
機
と
な
り
、
週
体

２
日
制

へ
の
移
行
が
進
ん
だ
の
と
は
意
味

合
い
が
異
な
り
ま
す
。
あ
く
ま
で
週
休
３

日
制
は
手
段
で
あ
り
、
肝
心
な
の
は
そ
の

目
的
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

〓
吉
で
い
え
ば
、
「
働
き
な
が
ら
学

べ

る
環
境
の
整
備
」
が
目
的
で
す
。
成
長
性

の
高
い
分
野
へ
の
円
滑
な
人
材
の
移
動
を

図
る
た
め
の
社
会
人
の
学
び
直
し

（リ
カ

レ
ン
ト
教
育
）
推
進
の
た
め
の
一
方
策
と

い
う
の
が
政
府
の
説
明
で
す
。
し
か
し
、

実
際
に
企
業
が
選
択
的
週
休
３
日
制
を
導

入
す
る
と
な
れ
ば
、
多
様
な
働
き
方
の
選

択
肢
が
増
え
る

一
方
、
ノ
ー
ヮ
ー
ク
ノ
ー

ベ
イ
の
原
則
ど
お
り
、
休
日
増

（労
働
時

間
減
）
に
よ
る
減
給
を
懸
念
す
る
向
き
も

あ
り
、
必
ず
し
も
歓
迎
ム
ー
ド

一
色
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

厚
労
省

「
就
労
条
件
総
合
調
査
」
（令

和
２
年
）
に
よ
れ
ば
、
週
休
３
日
以
上
の

企
業
は
８

●
３
％

（平
成
３‐
年
は
７

●
７

％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
報
道
に
よ
れ
ば
、

ユ
ニ
ク
ロ
な
ど
を
展
開
す
る
フ
ァ
ー
ス
ト

リ
テ
イ
リ
ン
グ
で
は
、
地
域
正
社
員
を
対

象
に
変
形
労
働
時
間
制
に
よ
り
出
勤
日
を

１０
時
間
勤
務
と
す
る
こ
と
で
週
休
３
日
制

が
選
択
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ャ
フ
ー
で
も
育
児

・
介
護
と
の
両
立
が
必

要
な
社
員
を
対
象
に
、
週
休
３
日
制
を
選

択
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
み
ず
ほ

フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
で
は
、
減
給

を
伴
う
も
の
の
週
休
４
日
制
も
選
択
肢
に

あ
る
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
す
で
に
週
休
３
日
制
の

導
入
企
業
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
導

入
理
由

・
目
的
は
企
業
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま

で
、
必
ず
し
も

一
様
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

増
え
た
休
日
が
副
業
や
学
び
直
し
に
充

て
ら
れ
、
ス
キ
ル
の
向
上
や
新
た
な
知
識

の
習
得
な
ど
、
働
く
人
の
主
体
的
な
キ
ャ

リ
ア
形
成
を
後
押
し
す
る
こ
と
が
、
政
府

の
い
う
選
択
的
週
休
３
日
制
の
意
図
で
あ

る
な
ら
ば
、
そ
の
他
の
施
策
も
併
せ
て
講

じ
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
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派遣労働者の同一労働同一賃金③

舞

場

派
遣
先
均
等

・
均
衡
方
式
で
は
、
す

べ
て
の
待
遇

（手
当
、
福
利
厚
生
、
教

育
訓
練
、
安
全
管
理
、
賞
与
、
基
本
給

等
）
に
つ
い
て
、
均
等

・
均
衡
を
図
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

派
遣
労
働
者
と
派
遣
先
の
比
較
対
象

労
働
者
と
を
比
較
し
て
、
職
務
の
内
容

が
同
じ
で
、
職
務
の
内
容

・
配
置
の
変

更
の
範
囲
も
同
じ
で
あ
れ
ば

「均
等
待

遇
」
、
違
い
が
あ
れ
ば

「
均
衡
待
遇
」

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「均
等
待
遇
」
は
考
え
方
と
し
て
は
シ

ン
プ
ル
で
す
が
、
「均
衡
待
遇
」
は
禁

止
す
る
不
合
理
な
待
遇
差
で
あ
る
か
否

か
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

基
本
的
に
は
有
期

・
パ
ー
ト
社
員
の

質

・
目
的
」
に
照
ら
し
て
適
切
と
認
め

ら
れ
る
も
の
を
考
慮
し
て
判
断
し
ま
す
。

以
下
で
は
、
紙
幅
の
関
係
上
、
皆
勤

手
当
と
賞
与
の
２
例
に
つ
い
て
み
て
い

く
こ
と
に
し
ま
す
。

（同
じ
運
転
業
務
に
就
く
比
較
対
象
労

働
者
に
は
皆
勤
手
当
が
支
給
さ
れ
、
派

一

な
お
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
派
遣

先
の
通
常
の
労
働
者
に
対
し
、
欠
勤
に

は
マ
イ
ナ
ス
査
定
を
行
う
一
方
、　
一
定

数
以
上
の
出
勤
に
は
精
皆
勤
手
当
を
支

給
し
て
い
る
場
合
、
派
遣
労
働
者
に
マ

イ
ナ
ス
査
定
を
行
わ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
見
合
い
の
範
囲
内
で
精
皆
勤
手
当

キ

全
待
遇
の
均
等

・
均
衡
を

理
性
判
断
は
３
要
素
で

前
回
、
派
遣
先
均
等

・
均
衡
方
式
で
は
、　
一

派
遣
先
の
通
常
の
労
働
者
が
比
較
対
象
と
　
一

な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
人
選
基
準
や
比
較
　
一

対
象
労
働
者
の
情
報
提
供
等
に
つ
い
て
み
　
一

て
き
ま
し
た
。
で
は
、
派
遣
労
働
者
と
比

一

較
対
象
労
働
者
と
で
実
際
に
待
遇
差
が
あ
　
一

る
場
合
、
そ
の
合
理

・
不
合
理
の
判
断
を
　
一

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
、
具
体
例
を
挙
げ
　
一

て
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
一

場
合
と
同
様
、
個
々
の
待
遇
ご
と
に

「職
務
の
内
容
」
、
「職
務
の
内
容

・
配

置
の
変
更
の
範
囲
」、
「
そ
の
他
の
事
情
」

の
３
要
素
の
う
ち
、
当
該
待
遇
の

「性

遣
労
働
者
に
は
支
給
さ
れ
な
い
場
合
）

皆
勤
手
当
の

「性
質

・
目
的
」
が
、

出
勤
運
転
者
の
一
定
数
の
確
保
を
目
的

と
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「業

務
の
内
容
」
が
支
給

・
不
支
給
に
影
響

す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
他
に
考
慮
す

る

「
そ
の
他
の
事
情
」
が
な
い
場
合
、

派
遣
労
働
者
に
手
当
を
支
給
し
な
い
こ

と
を
不
合
理
で
は
な
い
と
説
明
し
、
納

得
が
得
ら
れ
る
か
を
考
え
ま
す
。
目
的

が
出
勤
運
転
者
の
確
保
で
あ
る
な
ら
ば
、

や
は
り

「業
務
の
内
容
」
が
同
じ
派
遣

労
働
者
に
も
支
給
す
る
必
要
が
あ
る
と

言
え
そ
う
で
す
。

を
支
給
し
な
い
こ
と
は
問
題
な
い
と
し

て
い
ま
す
。

（販
売
業
務
の
比
較
対
象
労
働
者
に
は

功
労
報
償
と
し
て
賞
与
が
支
給
さ
れ
、

同
じ
業
務
に
就
く
派
遣
労
働
者
に
は

支
給
さ
れ
な
い
場
合
）

賞
与
の

「性
質

・
目
的
」
が
、
業
績

に
対
す
る
功
労
報
償
で
あ
り
、
支
給
基

準
が
販
売
実
績
の
場
合
、
「業
務
の
内

容
」
や
販
売
実
績
が

「
そ
の
他
の
事
情
」

と
し
て
支
給

・
不
支
給
に
影
響
す
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
、

「業
務
の
内
容
」
が
同
じ
で
販
売
実
績

の
あ
る
派
遣
労
働
者
に
賞
与
を
支
給
し

な
い
こ
と
を
不
合
理
で
な
い
と
説
明
し
、

納
得
が
得
ら
れ
る
か
を
考
え
ま
す
。
目

的
が
功
労
報
償
で
あ
る
な
ら
ば
、
「業

務
の
内
容
」
が
同
じ
派
遣
労
働
者
に
も

販
売
実
績
に
見
合

っ
た
賞
与
を
支
給
す

る
必
要
が
あ
る
と
言
え
そ
う
で
す
。

な
お
、
手
当

・
賞
与
の
不
支
給
の
理

由
を
、
「派
遣
労
働
者
だ
か
ら
」
「将
来

の
役
割
期
待
が
異
な
る
か
ら
」
な
ど
の

主
観
的

・
抽
象
的
な
説
明
で
は
、
不
十

分
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。


